
発達の特徴と痛みへの対処法

ピアジェの認知発達論
言語理解・精神発達の特徴 心理的準備の方法（例）

年齢 認知段階 主な特徴

0～2歳
感覚運動
知能の時
期

対象に認知を感覚と運
動を通じて行い、次第に
行為の及ぼす働きに気
がつき意図的な働きかけ
になる。

6カ月 記憶力・注意力が発達する
8～9か月 物を探す⇒記憶力が発達する
1歳 1週間前のことを覚えている
「バイバイ」と言うと手を振る
「おいで」「ねんね」がわかる

1歳半 簡単な命令を実行する「～をもってきてね」

感覚に働きかける道具の活用
（音の出る玩具や色鮮やかな
目を引くもので気をそらす）
わかりやすい言葉に置き換え
て説明
「ばい菌マンをやっつけよう」

2～7歳 前操作の
時期

何かを別のものによって
表現する「ごっこ遊び」な
ど象徴作用、空想的・魔
術的思考が現れる。
思考は自分中心で他人
の立場や見方はわから
ない。

3歳 長い短い、高い低い、大小や上下がわかる
物の形がわかる
過去や未来の意識が生じる 10～15分注意を持続

3～4歳 3～5つまでの数がわかる 左右がわかる
数字や文字を弁別
1年以上前のことでも覚えている
「眠り=死」｢病気=罰」と認識することがある

5～6歳 なぞなぞをする
絵本の字を意味が通じるように読む

今日の曜日がわかる、午前･午後、月と年を理解
30分注意持続
サイコロの数や10以内の数を自在に扱う

どうやるかを人形を使って見
せたり、予行演習したりする

｢眠っている間に終わる」だけ
でなく「必ず目覚めて病室へ
戻ってお母さん、お父さんに会
えるよ」まで伝える

待つ必要がある場合は時間
を決めて待つ(時計の針を示
す）

7～12歳
具体的操
作の時期

同じ大きさのものは形を
変えても元に戻せば同じ
であるという可逆的操作
や自分中心の思考から
脱し、論理的推論も可能
になる。

7歳
日付や時計の針を理解して正しく読む
漫画の本を自分で理解して見る
幼児語を使わなくなる

具体的な物（移送用ベッド、手
術着、酸素マスク等の実物）
を見せる

理解度に応じて検査や処置の
必要性を伝える

自発的な意思の表明を促す

具体的な日時を伝える

実際に使用するものや場所を
見せる

12～14歳 形式的操
作の時期

「もし～ならば、～である
だろう」といった仮説演
繹的思考や物事を何か
に例える形式的・抽象的
な思考が可能になる。

少し詳しい病気の説明が理解できる
自律と依存のアンビバレントな（両方をもつ）状態
感情の表出が乏しい
痛みの表出をしないでがまんしてしまう

子どもの認知発達の特徴

痛みの理解

「組織の実質的あるいは潜在的な損傷を伴い、このような障害を
表す言葉を使って述べられる不快な感覚・情動体験」

（世界疼痛学会用語委員会、1994）

「痛みとは、体験している人が伝えるところのものであり、
その人が痛いというときに必ず存在する」

（McCaffery,  M.，1979）

痛みのアセスメント方法：

• 生理学的指標
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痛みのアセスメント方法：

 言動・表情（自己申告スケール、行動観察など）
エムラクリーム

局所麻酔薬の皮膚透
過性を高めた外用剤

痛みへの薬理学的対応

環境調整、体位の工夫、支援と関係づくり、

注意転換法、マッサージ、タッチ、罨法など

痛みへの非薬理学的方法

ディストラクション
上から下へ、中枢から抹消へ

間接照明で待合
室の照度を落とす



医療者の関わりによる
子どもの情緒発達への影響

子どもが自信を無く
す、自尊心が下がる
大人への信頼なくす

子どもが処置に対
処できない

例）泣いて暴れて
押さえつけられる

子どもに伝えず処
置を行う

子どもに言うと怖
がらせ不安になる
のでは？

次も頑張ろう！

褒められる、認め
られることにより、
自信をつける
自尊心が高まる

子どもが準備でき、子どもが準備でき、
対処能力が発揮
できる

例）泣いてもじっと
して処置を受ける

子どもに必要な情報
をわかりやすく伝える
・手順・方法
・知覚情報
・対処行動

支持的なケアを行う


